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地域コミュニティーを活用した食教育プログラムの開発
－小中学生とその保護者を対象としたスポーツ栄養教育の在り方－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加　藤　守　匡
　　実施期間：平成27年度
　　担当教員：加藤守匡、小川静香（転出）
　　連携機関：エスアンドエフ・アクティブライフ（沼田尚）
１．背景および目的
　現在、我が国のトップアスリートは多種目の競技スポーツにおいて世界レベルで活躍す
る状況にある。そうした背景も含め運動選手に対する栄養教育の重要性も高まってきてい
る。しかし、国体に参加した約 1 万名の調査からは、選手達の約64％が年間に 1 回の栄養
サポートしか受けた事がない。スポーツ選手が自ら必要とされる栄養摂取を学ぶ機会を得
ることはオーバートレーニング防止や競技力向上にも役立つと推察される。特にこの影響
は成長著しい中学生において重要と思われる。本研究は、地域コミュニティーを活用しな
がら、参加型の栄養教育方法により中学生運動選手への栄養に関する行動変容を検討した。
２．方　　法
　対象は男子中学生33名（野球部）。各部員には本研究内容を指導者の立ち合いのもとに
説明し、保護者からも研究参加への同意を得て実施した。食教育プログラムは、第 1 回目
は「形態、運動機能測定、栄養調査」、第 2 回目は「栄養講習会（五大栄養素を知ろう！、
バランスの良い食事とは？、ランチョンマットを書いてみよう！、試合前後の食事につい
て、試合前日の食事や朝食、試合前の補食、試合後の栄養補給）」、第 3 回目は「栄養講習
会、各グループで献立作成」、第 4 回目は「調理実習、アンケート調査」とした。食教育
プログラム開始前とその後に食生活に関する食意識レベルの調査を実施した。
第 2 回目 : 栄養講習会
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第 3 回目 : 栄養講習会
第 4 回目 : 栄養講習会
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３．結　　果
1）参加者特性
　本研究参加者の形態及び運動機能の特性を明らかにするため、母平均の差の検定から全
国値と比較した。その結果、形態及び背筋力は全国平均と違いはないものの、握力及び垂
直跳びは全国平均よりも低い数値を示す群であった（表₁）。また、各選手の栄養摂取状
況は食事摂取頻度調査から評価した結果、食事摂取基準を満たす群であった。
2）食意識レベル調査
2-1）食事摂取頻度及び摂取量
　中学生及びその保護者には食教育プログラム前後に調査を実施した。中学生自身に調査
した朝食や昼食、夕食、間食の摂取頻度及び摂取量は、食教育プログラム前後で有意差が
認められなかった（表 2）。
（回答数値）
＊摂取頻度：「1：ほとんど食べていなかった～ 5：いつも食べていた」
＊摂 取 量：「1：少なかったと思う～ 5：多かったと思う」　
表 1：参加者特性
本研究参加者 全国平均 p	value
形　　態
身長（cm） 158.8 ± 8.3 159.5 ± 7.4 0.600
体重（kg） 48.7 ± 9.9 48.5 ± 8.2 0.878
運動機能
握力（kg） 27.2 ± 5.8 30.0 ± 6.8 ｐ <0.05
背筋力（kg） 91.7 ± 21.9 98.73 ± 25.0 0.108
垂直跳び（cm） 44.3 ± 7.2 49.0 ± 8.3 ｐ <0.01
表 2：食事摂取頻度及び量
被験者自身の回答 被験者自身の回答
摂取頻度 摂取量
前 後 p	value 前 後 p	value
朝食 4.86 ± 0.58 4.89 ± 0.56 0.326 3.24 ± 0.89 3.21 ± 0.82 0.787
昼食 4.96 ± 0.19 5.00 ± 0.00 0.326 	 3.86 ± 0.79 3.83 ± 0.76 0.769
夕食 4.86 ± 0.44 4.97 ± 0.19 0.264 4.00 ± 0.85 4.10 ± 0.82 0.326
間食 3.14 ± 1.19 3.17 ± 1.17 0.851 2.90 ± 1.01 2.76 ± 0.79 0.326
− 26 −
2-2）食意識について
　食べ物の好き嫌いの種類は、中学生自身において食教育プログラム前に比較しプログラ
ム後に有意な低下が認められた。また、保護者の評価では子どもの食欲は食教育プログラ
ム前に比較しプログラム後に有意な増加が認められた。
（回答数値）
＊食べ物の好き嫌い：「1：全くなかった～ 5 たくさんあった。」
＊食事の重要性：「1：全くそう思っていなかった～ 5：とてもそう思っていた。」　
＊食事の手伝い：「1；全くしない～ 6 よくする」
＊食欲について：「1；食欲がない～ 6 食欲旺盛」
４．考　　察
　本研究は、運動活動を行う中学生とその保護者を対象に参加型の食教育プログラムが食
意識レベルの変容に及ぼす影響を検討した。その結果、中学生自身では食べ物の好き嫌い
の改善、保護者評価からは生徒の食欲に改善が示された。本研究で用いた中学生運動選手
への食教育プログラムは食生活に関する食意識レベルを改善すると推察される。今後は、
運動機能や競技への影響さらには学習に伴う行動変容の定着も視点に含め更なる検討を加
えていく。
表 3：食意識
被験者自身の回答
前 後 p	value
食べ物の好き嫌い 2.86 ± 1.19 2.48 ± 1.15 ｐ <0.01
運動を行う事と食事の重要性 4.69 ± 0.54 4.83 ± 0.60 0.255
前 後 p	value
食べ物の好き嫌い 3.34 ± 1.56 3.32 ± 1.54 0.626
食事の手伝い 2.86 ± 1.40 2.82 ± 1.53 0.899
食欲について 4.59 ± 0.87 4.82 ± 0.77 ｐ <0.01
